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津和野町　町章
「かねにともえ」

（曲
か ね

尺に巴
ともえ

）

　町のシンボルである町章は、日本の伝統的な意匠
である家紋風に、石見地方の「石」と津和野、日原

の融合が二つの「巴
ともえ

」で表され、それに沿う位置に「規

範的」という意味をもつ「曲
か ね

尺」が加えられています。

　この町章は、津和野町出身の画家・安野光雅さん

により津和野・日原のこれまでの歴史的な背景を受

け継ぎ、協力し、誇りと希望をもって発展していく

ことを願ってデザインされました。「石」を深読みす

ると日原の「に」と津和野の「つ」が読み取れるよ

うになっています。

　2020 年の東京オリンピックのエンブレム盗作問

題に揺れる中、改めて自分の町のシンボルの意味を

見つめ直しましょう。

町の木「樟」町の鳥「白鷺」町の花「つわぶき」

合併による自治体の広域化に対応するため、合併前の庁
舎を支所として活用する自治体が多く見られました。津
和野町は旧日原町と旧津和野町の庁舎をそれぞれ本庁
舎・津和野庁舎とする分庁方式を採用しています。

当時の合併協議会の様子

津和野町・日原町合併協定調
印式で協定書に調印する中島
巌津和野町長（右）と中谷文
一日原町長（左）（いずれも
当時）
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2　広報つわの

平
成
17
年
９
月
25
日
に
現
在
の
津
和

野
町
が
誕
生
し
て
今
年
で
10
年
と
な
り

ま
す
。

平
成
11
年
以
来
、
総
務
省
に
よ
っ
て

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
日
本
国
内
で
進
む

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
や
地
方
分
権
の
担
い

手
と
な
る
市
町
村
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

基
礎
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
て
、
積
極
的
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ

る
中
、
平
成
11
年
３
月
31
日
に
は
全
国

に
３
２
３
２
あ
っ
た
市
町
村
は
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
に
１
７
２
７
に
減
少

し
ま
し
た
。

島
根
県
内
で
は
こ
の
間
、
59
あ
っ
た

市
町
村
が
21
（
８
市
12
町
１
村
）
に
減

少
し
、
平
成
23
年
に
は
、
東
出
雲
町
と

斐
川
町
が
そ
れ
ぞ
れ
松
江
市
、
出
雲
市

と
合
併
し
、
現
在
は
19
（
８
市
10
町
１

村
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
津
和
野
町
の
合
併
は
、
平
成

16
年
４
月
１
日
に
発
足
し
た
津
和
野

町
・
日
原
町
合
併
協
議
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
両
町
か
ら
専
任
さ
れ
た
委
員
に

よ
り
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
２
月
24
日
に
は
、
合
併
協

定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
合
併
期
日
を
平

59
H11.3.31 H27.3.31

19

想
い
を
、カ
タ
チ
に
す
る
ー
身
近
な
シ
ン
ボ
ル
を
考
え
る
① 

ー

ちょっと寄り道

10年前の懐かしい風景

オシドリ観察小屋

高津川に飛来するオシドリの
観察・保護のための拠点とし
てシルク染め織館（当時）裏
に完成。中に入るとオシドリ
に関する資料や写真が展示さ
れています。

今年の夏祭りで津和野
高校に通う生徒を中心
とした有志により 10
年ぶりに復活したコイ
神輿。

日原小学校の児童 22人
による「にちはら探検
隊」で自分の住む町を
知るべく授業の一環と
して行われました。
役場の他、消防署など
にも訪問し、たくさん
質問をしていました。

今年 10年ぶりに復活

小学生の役場探検

完成 探検

復活

成
17
年
９
月
25
日
に
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
な
ど
し
て
、
協
定
書
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
６
月
20
日
に
、

安
野
光
雅
美
術
館
に
お
い
て
、
新
「
津

和
野
町
」
の
町
章
と
町
旗
の
披
露
が
行

わ
れ
る
な
ど
し
、
平
成
17
年
９
月
25
日

に
現
在
の
津
和
野
町
が
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。



津和野高校の魅力
化の一環として
公営の英語塾が開
始。

町の一部が重要伝
統的建造物群に指
定されるなど街並
みを維持・活用し
て い く 動 き も ス
タート。
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4　広報つわの

平成の大合併でどう変わった !?

津和野町BeforeAfter
約１万人いた人口は8千人を割りこむ変わる風景・変わらない風景

進む高齢化  2020年には高齢化率49.4％の試算も　

膨らむ予算と増える貯金

将来を見据えた新しい事業がスタート

来月、津和野町は11年目を迎えます。
来月号の広報つわのでは９月25日の記念式典の様子などをお伝えする予定です。

9,515 7,919

一人を支える人数も減少

（画像はイメージです）

平成 17年における津和野町の人口総数は、9,515 人※１で
した。その 5年後の平成 22年には 1,088 人減となる 8,427
人※２となっています。
現在、平成 27年の国勢調査がスタートしており、調査後

にはその結果が公表されることになっています。なお住民
基本台帳上では平成 27 年８月末時点で津和野町の人口は
7,919 人となっています。

10年という年月の中でも、常に変化する社会のニーズ
や課題、将来を見据えた動きが様々ありました。かつて
は町内のいろんなところでプレーする姿があったゲート
ボールも最近ではグラウンドゴルフに変わり、JR 津和野
駅前は景観整備の一環で建物の取り壊しが行われるなど
しています。
また合併以後、生徒数減少により統廃合も現実味を帯

びつつあった町内にある唯一の高校として歴史も深い
島根県立津和野高等学校の魅力化にも取組みを始めまし
た。魅力化コーディネーターの配置や公営の英語塾など
を開始するなど、将来の町を担う人材の育成などにも模
索しながら取り組み始めています。

年齢が 65歳以上の人口割合を示す高齢化率をみてみ
ると、津和野町は平成 17 年は 38.6％※１であったのに
対し、平成 22 年には 41.6％※２に増加、数字からも高
齢化が進んでいることが分ります。
国の人口推計などの研究を行う国立社会保障・人口

問題研究所によると、津和野町の平成 27年の高齢化率
は 46.1％※３、東京オリンピックが開催される５年後の
2020 年には 49.4％※３となり、町の総人口の約半数が
65歳以上の方になるという試算がなされています。

合併後、はじめて 1年を通じた予算編成が行われた平成 18 年度津和野
町当初予算額は歳入歳出それぞれ 67億 7,524 万 8千円※４に対し、平成 27
年度における当初予算額は87億8,000万円で、約20億円増加しています。
これには、国・県からの事業移管や、平成 25 年度に発生した豪雨災害

などからも復旧費用も含まれているため簡単な比較はできません。
しかし国から全国の市町村へ分配される地方交付税の算出には、人口規

模も関係するため、人口減少に伴う交付税の減少などが予想されるなか、
予算への対応も必要です。なお、不足の事態に備え、町の貯金ともいえる
基金の総額は 14億 5,200 万 2千円※5 に対し、39億 7,737 万 8千円※6 と
なっています。

※１ 平成 17年国勢調査
※２ 平成 22年国勢調査
※３ 日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3月推計）

※４ 広報つわの平成 18年 5月号（vol.7）
※５ 広報つわの平成 18年 12月号（vol.14）
※６ 平成 25年度会計決算資料より（津和野町ホームページ）

ご利用は計画的に…

災害時の情報伝達に　デジタル防災無線を整備

観光窓口の環境整備へ　ＪＲ津和野駅周辺の整備へ

さらなる定住促進へ　つわの暮らし推進住宅を整備

災害時に重要となる通信手段の確保のため、デジタル防災無線の整備を行
います。またこの整備事業とは別に、地域防災の要となる消防団が使用する
消防積載車を新型車に更新、中山、部栄地区への防火水槽の新設を行うなど
地域の防災・減災にむけた取り組みを実施します。

町の観光窓口でもありＳＬやまぐち号の終着駅でもあるＪＲ津和野駅。そ
の周辺環境整備のため、旧ＳＬ館の解体、跡地整備を先行して行いながら、
ＪＲ西日本と連携し、駅舎及び周辺の整備計画を策定し、駅周辺の再整備を
行ってまちの活性化と観光客の満足度向上を目指します。

若年層の人口増と定住を促進し、地域の活性化を目的に、昨年度は青原と
左鐙の両地域に合計５棟を新築、現在木部地区での新築にむけて準備をすす
めています。なお、住宅の建設要望や対象土地の確保などは各まちづくり委
員会の要望や協力を得ながら進められます。
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５
人
の
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
こ
の
連
載
記
事
も
２
年
目
に
突

入
し
ま
し
た
。広
報
紙
の
中
に
あ
っ
て
、

み
な
さ
ん
の
「
気
づ
き
」
の
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
…
と
駆
け
抜
け
た
１
年
で
し

た
。サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
啓
発
活
動
を
よ
り

効
果
的
に
行
う
た
め
に
も
多
く
の
研
修

会
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
特

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
男
性

目
線
で
の
男
女
共
同
参
画
」。
男
性
の

育
児
参
加
が
叫
ば
れ
「
イ
ク
メ
ン
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
「
施

設
の
男
子
ト
イ
レ
に
は
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

が
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
！
」
と
い
っ
た

男
性
の
意
見
を
聞
き
、
女
性
と
し
て
ハ

ッ
と
す
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。
子

家
事
育
児 

分
か
ち
合
う
か
ら 

パ
ー
ト
ナ
ー

か

（
C
）
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

育
て
真
っ
最
中
の
男
性
は
、
日
頃
ど

ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？ 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
気
づ
き
」
は
、

ま
ち
に
住
む
皆
さ
ん
の
声
で
も
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機
会
づ
く
り

を
町
と
し
て
も
支
援
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
歩
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
来
月
も
、
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

つわみん活動日記

SL にむけてハート型の手を振るつわみん

広報つわの 2015 年 9月 11日発行

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは下記担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修　

参
加
者
募
集

　

大
切
な
防
災
の
こ
と
に
つ
い
て
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
と
日
本
人
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！
「
災
害
へ
の
備
え
」
と
題
し
た
講
演
の
他
、
自
分

だ
け
の
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
実
例
な
ど
も
ふ
ま

え
、
外
国
人
特
有
の
課
題
や
支
援
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

10
月
24
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分　
　

10
月
９
日
（
金
）

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル

災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
（
語
学
力
不
問
）

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
西
部
支
所
☎
０
８
５
５
・
28
・
７
９
９
０

津和野夏まつり　鯉・恋・来いまつり

直地児童館　お泊まり保育会

日原保育園　クラス懇談会

ＳＬ「やまぐち」号  夏の運行応援イベント

8

8

8

8

1

7・8

20

23

ステージイベントでしま
ねっこと一緒にまつりを
盛り上げたんよ。

ＪＲ山口線全線運転再開
１周年の記念イベント
で、ＳＬで津和野に来て
くれたお客さんもてな
したんよ。

いよいよ始まるマイナンバー制度
あなたのマイナンバーに関する案内は、平成 27年 10月以降順次送付されます。次の４つのポイントを
確認して、確実に受け取り有効に利用しましょう。

　マイナンバーって !?
私たち一人ひとりが持つことになる 12ケタの個人番号です。この制度は、役場や税務署などがそれ
ぞれ個別に保有する個人の情報が同じものであるという確認をするためのものです。

【問】税務住民課☎74-0059

　マイナンバーで暮らしが便利に
役場などで手続きの際に、個人の情報がひとつの番号で可能になるため申請や手続きが簡単になります。

マイナンバーを受け取るための４STEP

　マイナンバーの活用には、個人番号カードが必要です
10 月からお届けするのは、あなたのマイナンバーをお知らせする「通知カード」になります。「通知カ
ード」によるお知らせが届いた後に、「個人番号カード」の発行の申請手続きが必要です。

　個人番号カードのお届けは、平成 28年１月以降
このカードは、マイナンバーを記載した書類の提出や様々な本人確認の場面で利用できます。
マイナンバーが記載されたこのカードなら顔写真もあるので本人確認が１枚で完了します。

　カードの利用で様々なサービスが利用可能に
カードに記憶される電子証明書を用いて、e-Tax などの電子申請もできるようになります。また、
平成 28 年１月以降、住民基本台帳カードは新規発行しませんが、それまで発行されたものは取得
から 10年間は利用できます。ただし、個人番号カードを取得された時点で廃止となります。

住所を確認
お知らせは、住民票に登録されている世帯ごと
に送付されます。現在のお住まいが住民票と異
なる場合は、受け取ることができない可能性が
ありますので、ご注意ください。

個人番号カードの申請
個人番号カードを申請しましょう。申請方法は
主に 2通りあります。
（１）郵送で申請

個人番号カードの申請書にご自分の顔写
真を貼り、返信用封筒に入れて郵便ポス
トへ投函。

（２）オンラインで申請
スマートフォンでご自分の顔写真を撮影し、
所定のフォームからオンラインで申請

個人番号カードを受け取る
平成 28年 1月以降、ご本人が役場窓口で受け取
れます。手数料は無料ですが、以下の 3つが必
要となります。
①大切に保管していた「通知カード」
②個人番号カードの準備ができたことを知らせ
る「交付通知書」

③運転免許証などの本人確認書類
※受け取る際、オンラインでの本人確認等に使
う「パスワード設定」が必要になります。

　　書留の中身を確認
マイナンバーは簡易書留で届きます。下の３つ
が入っているか確かめましょう
□マイナンバーの「通知カード」
□「個人番号カード」の申請書と返信
用封筒

□説明書
通知カードは大切に保管してください。住所異
動の手続きの時に、カードが必要になります。

みんなが手を取り合う
社会っていいですね。
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町からのお知らせ
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次
の
よ
う
な
時
は
役
場
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
意
の
事
故
や

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
り
、

万
一
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
届
出
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
、
あ
な
た
の

大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
20
歳
に
な
っ
た
方
が
厚
生
年

金
な
ど
に
入
っ
て
い
な
い

時
②
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
60
歳
未
満
の
方
が

会
社
を
退
職
し
た
時
（
配

偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
方
が
い
る
場
合
は
、
そ

の
方
の
手
続
き
も
必
要
で

す
。）

③
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
方
で
収
入
が
1
３
０
万

円
以
上
に
な
っ
た
時

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し

ょ
う

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
月
額
1
万
５
，

５
９
０
円
で
す
。
口
座
振
替
や

半
年
分
や
一
年
分
を
ま
と
め
払

い
を
さ
れ
る
場
合
は
、
保
険
料

の
割
引
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
積
極
的
に
ご
利
用
下

さ
い
。

支
払
い
が
困
難
な
時
は

年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き
に

は
、
免
除
制
度
や
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
、
保
険
料
の
未
納
を

防
止
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ご
相
談
先
は

制
度
に
関
し
て
詳
し
く
は

健
康
福
祉
課
、
本
庁
舎
総

合
窓
口
、
浜
田
年
金
事
務
所

ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」（
０
５
７
０
・
05
・

１
１
６
５
、
携
帯
電
話
の
方
は

0
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康福祉課☎72-0651
国民年金の届出・手続きをお忘れなく

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
資
金
の
予
約
貸
付
の
申
請

を
受
付
け
て
い
ま
す
。
ご
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
お
問
合
せ
下
さ

い
。

対
象
と
な
る
方

平
成
28
年
4
月
の
進
学
等
を

希
望
し
て
い
る

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父

②
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

③
父
母
の
な
い
児
童

対
象
と
な
る
資
金

①
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
無
利
子
）
①
〜
③

・
修
学
資
金

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専

門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
へ
の

就
学
の
た
め
の
授
業
料
、
書
籍

代
、
交
通
費
な
ど
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金

就
職
に
必
要
な
知
識
技
能
を

習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

・
就
学
支
度
資
金

就
学
、
修
業
に
必
要
な
入
学

金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
及
び
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資

金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て

る
場
合
は
無
利
子
、
立
て

な
い
場
合
は
年
1
．
５
%
）

・
技
能
習
得
資
金

就
職
に
必
要
な
知
識
技
能
を

習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

予
約
貸
付
申
請
期
間

平
成
28
年
2
月
末
ま
で

健康福祉課☎ 72-0673
母子父子寡婦福祉資金の予約貸付を受付けています

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家

族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自
分

の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭
的
な

環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
協
力
が

必
要
で
す
。

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一
定
の
要
件
を
満
た
し
必
要
な

研
修
を
受
講
す
る
こ
と
で
里
親

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
里
親
の
家

庭
で
愛
情
に
包
ま
れ
て
家
族
の

一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
大
切

に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
と
い

う
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
育
つ
こ

と
が
出
来
ま
す
。

あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と

里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と

一
緒
に
生
活
出
来
る
よ
う
に
な

る
ま
で
養
育
す
る「
養
育
里
親
」

と
養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な

る
こ
と
を
希
望
す
る
「
養
子
縁

組
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。（
こ

の
ほ
か
に
専
門
里
親
、
親
族
里

親
が
あ
り
ま
す
。）

子
ど
も
が
好
き
で
あ
り
、
愛

情
と
熱
意
を
持
っ
て
、
真
心
を

込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方

の
協
力
が
必
要
で
す
。

養
育
里
親
の
場
合
は
、
長
期

の
養
育
だ
け
で
な
く
、
月
に
１

〜
２
回
程
度
、
主
に
土
日
や
長

期
休
み
中
に
数
日
間
と
い
っ
た

短
期
間
の
家
庭
生
活
体
験
を
さ

せ
て
く
だ
る
方
と
な
り
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
益
田
児
童
相

談
所
（
☎
０
８
５
６
・
22
・

０
０
８
３
）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0673
子どもたちに家庭のぬくもりを　里親になりませんか

萩
・
石
見
空
港
の
東
京
線
を

往
復
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
に

「
こ
だ
ま
商
品
券
」
を
交
付
す

る
新
た
な
助
成
制
度
で
す
。
ご

活
用
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
萩
・
石

見
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
付
の
対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

※
公
務
出
張
等
で
公
費
助
成

が
あ
る
場
合
は
対
象
外

利
用
形
態

萩
・
石
見
空
港
東
京
線
（
同

日
同
便
利
用
）
を
３
人
以
上
で

１
往
復
搭
乗
し
た
場
合

助
成
期
間

平
成
27
年
６
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日
搭
乗
分

※
往
復
利
用
限
定
（
対
象
期
間

中
に
往
復
搭
乗
が
必
要
）

対
象
路
線

東
京
線

※
萩
・
石
見
〜
東
京
（
羽
田
）

〜
萩
・
石
見

助
成
内
容

4
千
円
（
往
復
／
１
人
）
分

の
こ
だ
ま
商
品
券

申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書

②
助
成
申
請
す
る
往
復
搭
乗
分

の
「
搭
乗
券
」
の
写
し
ま

た
は
、
航
空
会
社
発
行
の

「
搭
乗
証
明
書
」の
写
し（
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
発
行
し
た
も
の

も
可
）

申
請
の
受
付
等

津
和
野
町
商
工
会

　
　
　

☎
（
72
）
３
１
３
１

乗
っ
て
守
ろ
う
山
口
線

町
を
走
る
山
口
線
は
、
生
活

の
足
だ
け
で
な
く
観
光
や
旅
行

へ
出
掛
け
る
時
の
重
要
な
移
動

手
段
で
す
。

平
成
25
年
7
月
28
日
の
豪
雨

に
よ
り
益
田
―
地
福
間
が
不
通

と
な
り
ま
し
た
が
懸
命
の
作
業

に
よ
り
平
成
26
年
8
月
23
日
に

全
線
再
開
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
多
く

の
人
々
が
山
口
線
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

西
日
本
旅
客
鉄
道
へ
廃
止
さ

れ
た
便
の
再
開
・
運
行
時
間
の

再
検
討
を
訴
え
る
活
動
の
結

果
、
現
在
は
そ
の
う
ち
の
2
便

が
期
間
限
定
の
「
臨
時
列
車
」

と
し
て
、
変
更
前
の
ダ
イ
ヤ
に

近
い
運
行
時
間
で
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
乗って活かそう公共交通

更
新
を
お
忘
れ
な
く

町
の
福
祉
医
療
費
資
格
証

（
医
療
証
）
を
お
持
ち
の
方

の
有
効
期
限
は
９
月
末
で

す
。
更
新
の
ご
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
証

・
現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療

費
医
療
証
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国
内
で
１
年
間
に
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

約
20
％
は
自
動
車
交
通
に
よ
る

も
の
で
、
そ
れ
は
今
後
も
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
、

ま
た
、
家
計
費
の
節
約
の
た
め

に
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
ヶ
条
」

を
守
り
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

環境生活課☎ 72-0309
環境にやさしいエコドライブを実践しましょう

・近くのスーパー等には、自転車かウォーキングを兼
ねて徒歩で買い物に！
・車の買い換え時には、燃費の良いエコカーに！（エ
コカー減税も有利）
・月に 2回程度はノーマイカー通勤、公共交通の利用
や自転車通勤で！

ステップアップ

エコドライブ10ヶ条
１．ふんわりアクセル「eスタート」
２．車間距離を保ち、『急』加速・減速の少ない運転
３．減速時は早めにアクセルを離そう

４．エアコンの使用は適切に

５．無駄なアイドリングはやめよう
６．渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
７．タイヤの空気圧から始める点検・整備
８．不要な荷物は降ろそう
９．走行の妨げとなる駐車はやめよう

10. 自分の車の燃費を把握しよう

歯を見せるように言う、あるい
は笑ってもらった時に顔が左右
非対称になる。

目を閉じて手のひらを上にし、
10 秒間手を挙げてもらった時
に、片方の手が落ちる。もしく
は腕が挙がらない。

「今日は良い天気ですね」と繰り返
し言ってもらった時に、言葉が不
明慮・理解不能な発言、無言になる。

脳卒中に気づいたら速やかに 119 へ
健康福祉課☎72-0657

こ
ん
な
症
状
は
要
注
意
！

○
片
方
の
手
足
・
顔
半
分
の
マ

ヒ
・
し
び
れ
が
起
こ
る
。（
手

足
の
み
、
顔
の
み
の
場
合

も
あ
る
）

○
力
は
あ
る
の
に
、立
て
な
い
、

歩
け
な
い
、
ふ
ら
ふ
ら
す

る
。

○
ロ
レ
ツ
が
回
ら
な
い
。
言
葉

が
出
な
い
。
他
人
の
言
う

こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。

○
片
方
の
目
が
見
え
な
い
。
物

が
二
つ
に
見
え
る
。
視
野

の
半
分
が
欠
け
る
。

○
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し

い
頭
痛
が
す
る
。

益
田
圏
域
（
益
田
市
・
鹿
足

郡
）
に
お
け
る
脳
卒
中
発
症
者

は
年
間
約
２
５
０
人
で
、
津
和

野
町
の
現
状
は
、
女
性
よ
り
男

性
の
発
症
率
が
高
く
、
季
節
に

関
わ
ら
ず
発
症
し
て
い
ま
す
。

そ
の
危
険
因
子
に
は
糖
尿
病

や
喫
煙
・
飲
酒
の
ほ
か
高
血
圧

が
深
く
関
係
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
か
ら

25
年
の
間
に
行
わ
れ
た
益
田
圏

域
脳
卒
中
発
症
面
接
票
に
よ
る

と
、
脳
卒
中
の
発
症
者
の
う
ち

男
女
と
も
に
高
血
圧
が
あ
る
人

の
割
合
が
６
割
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

下のテストに一つでも引っか
かったら脳卒中を疑って！

効果的な治療を
受けるには

「脳卒中の症状にいち早く気付き」
「ためらわず、速やかに 119 番」

税務住民課☎ 74-0069
固定資産税（家屋）の減額制度のご案内

住宅の改修に関連する減額措置の早見表
１．住宅の耐震改修に対

する減額措置
２．住宅のバリアフリー改修（高齢者等居住改修）に対

する減額措置
３．住宅の省エネ改修（熱損失防
止改修）に対する減額措置

減
額
要
件

①昭和 57年 1月 1日以前
から所在する専用住宅、
併用住宅、共同住宅であ
ること。
②現行の耐震基準に適合
する耐震改修であるこ
と。
③耐震改修の費用が 50万
円以上であること。（平
成 25 年 3 月 31 日まで
に改修工事の契約を締
結した場合は 30 万円以
上）

①平成 19 年 1月 1日に存在している住宅であり、1※１

や 2※２等の減額措置が適用されていないこと。
②次の方が居住していること。
(1)65 歳以上の方
(2) 要介護認定又は要支援認定を受けている方
(3) 障がいをお持ちの方

③次のいずれかに該当するバリアフリー改修工事で、補
助金等を除く自己負担額が50万円以上であること。（平
成 25年 3月 31 日までに改修工事の契約を締結した場
合は同 30万円以上）
（1）通路又は出入口の幅を拡張する工事
(2) 浴室を改良する工事
(3) 手すりを取り付ける工事
(4) 出入口の戸を改良する工事
（5）階段の勾配を緩和する工事
（6）便所を改良する工事
(7) 床の段差を解消する工事
(8) 床の材料を滑りにくいものに取り替える工事

①平成 20 年 1 月 1 日に存在して
いる住宅であり、1※１や 2※２等
の減額措置が適用されていない
こと。

②窓の改修工事（二重サッシ化、
複層ガラス化等）又は窓の改修
工事と併せて行う床、天井又は
壁の断熱改修工事で現行の省エ
ネ基準に適合すること。

③省エネ改修の費用が 50 万円以
上であること。（平成 25 年 3月
31 日までに改修工事の契約を締
結した場合は同 30万円以上）

減
額
範
囲

と
割
合

①一戸あたり住宅部分の
床面積の 120㎡まで

②減額割合は、1/2

①一戸あたり住宅部分の床面積の 100㎡まで
②減額割合は、1/3

①一戸あたり住宅部分の床面積の
120㎡まで

②減額割合は、1/3

減
額
期

間
平成 27 年 12 月 31 日ま
でに耐震改修を行なった
場合に翌年度分が減額

平成 28 年 3 月 31 日までにバリアフリー改修を行なっ
た場合は、翌年度分が減額

平成 28年 3月 31 日までに省エネ
改修を行なった場合は、翌年度分
が減額

必
要
書
類

①耐震改修に係る減額申
告書
②固定資産税減額証明書
③改修費用を確認できる
書類（見積書、請求書、
領収書等）

①バリアフリー改修に係る減額申告書
② 65 歳未満の方の場合は要介護・要支援認定を受けて
いること、障がいをお持ちであることを示す被保険者
証や手帳等

③工事内容を確認できる書類（工事明細書、写真等）

①省エネ改修に係る減額申告書
②固定資産税減額証明書

※１新築住宅に対する減額措置　※２認定長期優良住宅に対する減額措置

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
減
額
制
度
に
は
、
既

存
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
及
び
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

対
す
る
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

耐
震
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完
了

後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し

て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
や
併
用
住
宅

で
居
住
部
分
の
面
積
が
１
／
２
未
満
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
改
修
）
に
対

す
る
減
額
措
置

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完

了
後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 9月 11日発行

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進

め
る
た
め
、
ま
ず
は
、
身
近
な

取
り
組
み
か
ら
で
き
る
こ
と
の

一
つ
と
し
て
買
い
物
に
行
く
と

き
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
レ
ジ
袋
を
断
る
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

レ
ジ
袋
は
身
近
で
便
利
な
も

の
で
あ
る
た
め
、
大
量
に
使
用

さ
れ
る
反
面
、
再
利
用
さ
れ
る

こ
と
な
く
廃
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
ず

朝
か
ら
し
っ
か
り
主
食
・
主

菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
た
食
事
を

摂
り
ま
し
ょ
う
。

ト
マ
ト
入
り
ふ
わ
ふ
わ
卵
炒
め

材
料
（
1
人
分
）

・
卵
 …
…
…
…
…
…
…

1
個

・
ト
マ
ト
（
中
） 
…
…

半
分

・
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
 
1
切
れ

・
長
ネ
ギ
 …
…
…

5
グ
ラ
ム

・
植
物
油
 …
…

小
さ
じ
1
杯

・
塩
コ
シ
ョ
ウ
 …
…
…

少
々

作
り
方

①
ト
マ
ト
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
、
チ
ー
ズ
は
１
㌢
角
、

長
ネ
ギ
は
小
口
切
り
で
そ

れ
ぞ
れ
切
る
。

は
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
、
何
で
も
使
い
捨
て
に

し
て
し
ま
う
生
活
を
見
直
し
、

家
庭
ご
み
の
排
出
抑
制
に
繋
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環境生活課☎72-0309健康福祉課☎72-0657
買い物にはマイバック

身近なところから取
り組みましょう

健康は 食から 歯から 元気から

8
月
15
日
の
津
和
野
町
夏
ま

つ
り
に
ち
は
ら
鮎
ま
つ
り
花
火

大
会
を
主
催
し
た
に
ち
は
ら
鮎

ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

大
物
大
賞
き
ま
る
！

８
月
15
日
に
行
わ
れ
た
大
会

で
、
ま
つ
り
期
間
中
に
高
津
川

漁
協
日
原
支
所
に
持
ち
込
ま
れ

た
鮎
の
重
量
を
競
う
鮎
竿
が
け

大
物
大
賞
の
入
賞
者
は
次
の
方

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
位 

竹
内 

義
夫
様
（
山
口
市
）

 

 …
…
…
…
…
…

１
５
８
ｇ

２
位 

石
川 

周
二
様（
津
和
野
町
）

 

 …
…
…
…
…
…

１
５
６
ｇ

３
位 

羽
黒 

徹 

様
（
津
和
野
町
）

 

 …
…
…
…
…
…

１
５
５
ｇ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
で
も
豪
華

景
品
が
当
た
る

ま
つ
り
期
間
中
、
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
利
用
者
の
中
か
ら
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽

選
が
あ
り
、
当
選
者
が
決
定
し

ま
し
た
。
当
選
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
来
年
も
交
通
渋
滞
等

緩
和
の
た
め
、
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

・
萩
石
見
空
港
発
東
京
ペ
ア
宿

泊
・
航
空
券
…
水
野
昌
代
様

（
千
葉
県
市
川
市
）

・
町
家
ス
テ
イ
戎
丁
ペ
ア
宿
泊

券
…
佐
々
木
文
雄 

様
（
益

田
市
）

お
詫
び
と
訂
正

花
火
大
会
チ
ラ
シ
で
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
の
記
載
漏
れ
・

誤
記
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂

正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
大
会
後
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
が
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
記
載
漏
れ
】

・
旭
町
上
自
治
会

【
訂
正
】

（
誤
）
石
川
研
窓

（
正
）
石
川
建
窓

（
誤
）
徳
栄
建
設
（
広
島
）

（
正
）
徳
栄
建
設
（
益
田
）

【
大
会
後
の
ご
寄
付
】

・
木
ノ
口
自
治
会

・
商
人
下
自
治
会

・
津
和
野
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場

・
若
松
屋

商工観光課☎72-0652
鮎竿がけ大物大賞＆シャトルバス当選者決まる！

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品

ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

※
順
不
同　
　

平
成
26
年
度
（
平
成
27
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

安
心
し　

過
ご
せ
る
学
校　

造
ろ
う
や

津
和
野
中
学
校
3
年　
　

石
橋
広
雅
さ
ん

そ
の
手
か
ら 

広
が
る
人
の
輪　

つ
な
が
る
輪

津
和
野
中
学
校
3
年　
　

長
嶺　

萌
さ
ん

勇
気
出
し　

ふ
み
だ
す
一
歩
で　

笑
顔
さ
く

日
原
中
学
校
1
年　
　

大
垣
涼
乃
さ
ん

小
さ
な
勇
気 

君
が
持
つ
事
で　

変
わ
っ
て
ゆ
く
日
々

日
原
中
学
校
1
年　
　

藤
村
美
帆
さ
ん

大
丈
夫
？　

差
し
出
す
そ
の
手
が　

守
っ
て
る

日
原
中
学
校
1
年　
　

水
津
夢
乃
さ
ん

き
ず
つ
い
た 

あ
な
た
の
心
を　

守
り
た
い

日
原
中
学
校
1
年　
　

下
森
清
貴
さ
ん

お
め
で
と
う  

こ
の
一
言
で
伝
わ
る
気
持
ち  

言
葉
っ
て
す
ご
い
な

日
原
中
学
校
1
年　
　

赤
尾　

桜
さ
ん

り
っ
ぱ
に
な
ん
か
な
ら
な
く
て
い
い  

今
の
あ
な
た
が
一
番
好
き

一
人
じ
ゃ
重
く
て
持
て
な
い
心ハ

ー
トも

皆
で
な
ら
支
え
合
え
る

 

日
原
中
学
校
1
年　
　

羽
野
望
月
さ
ん

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
防
災
活
動
の
一
環
と
し

て
、
訓
練
を
次
の
日
時
に
行
い

ま
す
。
訓
練
で
は
、
避
難
訓
練

の
ほ
か
消
防
梯
子
車
に
よ
る
放

水
と
体
験
搭
乗
な
ど
を
行
い
ま

す
。ま

た
災
害
対
策
本
部
の
初
動

対
応
訓
練
に
合
わ
せ
て
避
難
情

報
を
告
知
端
末
と
屋
外
拡
声
器

で
放
送
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

各
地
で
避
難
訓
練
や
危
険
箇
所

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683総務財政課☎ 74-0028
介護短歌のご紹介防災訓練を実施します

帰
り
道 

忘
れ
た
母
の 

手
を
取
り
て 

幼
子
み
た
い
に

　
話
し
か
け

若
き
日
は 

こ
ん
な
体
に 

な
ら
う
と
は

 

介
護
を
受
け
る 

有
難
き
か
な

外
に
出
て
自
分
の
家
や
帰
り
道
が
分
か
ら
ず
不
安
な
気
持
ち
の
母
を
叱
ら
ず
、
本
当
に
幼
い

子
ど
も
と
同
じ
く
『
お
家
へ
帰
ろ
う
』
と
や
さ
し
く
声
を
か
け
、
心
を
落
ち
着
か
せ
連
れ
て

帰
っ
て
い
ま
し
た
。

一
昨
年
４
月
に
腰
を
痛
め
入
院
し
、
こ
う
し
て
昨
年
10
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
々
が
と
て
も
優
し
く
し
て
下
さ
り
、
一
日
が
と
て
も
楽
し

く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 岩

本 

恵
美
子 

さ
ん

廣
田 

美
代
子
さ
ん

の
点
検
、
炊
き
出
し
訓
練
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。な

お
、
天
候
に
よ
り
災
害
対

応
時
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

訓
練
を
中
止
と
な
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

10
月
８
日
8
時
〜
11
時
30
分

畑
迫
屋
外
運
動
場
（
旧
畑
迫

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
お
よ

び
体
育
館

②
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
塩
コ

シ
ョ
ウ
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
植
物
油
を
入

れ
、
温
ま
っ
た
ら
ト
マ
ト
、

チ
ー
ズ
を
入
れ
て
炒
め
る
。

④
次
に
卵
を
入
れ
て
炒
め
半
熟

に
な
っ
た
ら
長
ネ
ギ
を
加

え
て
完
成



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-10

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課 ････････☎74-0028
■交通事故相談島根県交通事
故相談所 ･･ ☎0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談 ,心の相談

健康福祉課 ････････☎72-0657
　　　　　 ････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
 ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所 
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館 ････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
  ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、※１元
気アップ教室、※２地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館 ････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。
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納期限は10月31日

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】増野医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】小笠原医院

【当番医】小笠原医院

1

6 97

11 12

108

13 14 15 16 17

18 19

27 28

20 21 22

29

23

30 31

24

25 26

2 

4 5

3

体育の日

国民健康保険税 第 7期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 7期
介護保険料・・第 7期
町県民税・・・第 3期

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

◎肺がん検診（津和野地域）
◎津和野図書館休館日

◎キラキラ体操教室
( 青原公民館/13:30~14:30）
( 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/15:30~16:30）
◎肺がん検診（津和野地域）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎栄養相談
( 日原保育園内子育て支援セン
ター/11:00-13:00）
◎手話生活相談
( 役場本庁舎/13:30~16:00）
◎肺がん検診（津和野地域）

◎パソコン教室
( 日原公/10:00~12:00）
◎名賀のぞみクラブ※2
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
( 麓耕自治会館/10:30~11:30）
(小川公民館/13:30~14:30）
◎ハングル講座
( 日原公/19:30~21:00）
◎肺がん検診（津和野地域）

◎健康相談
( まちせ/9:30-11:30）
◎3B体操
( まちせ/13:30~）
◎小川はつらつクラブ※2
( 小川公民館/13:30~15:00）
◎肺がん検診（日原地域）

◎タブレット講習会
（畑迫公民館/9:30~12:00）
（青原公民館/13:30~16:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎年金相談
（まちせ/10:00~15:30）
◎肺がん検診（日原地域）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）
◎水彩画教室
( やませ/9:30~11:30）
◎リハビリ恋来い鯉クラブ※2
( まちせ/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
( 左鐙公民館/13:30~14:30）
(滝元上集会所/15:30~16:30）
◎肺がん検診（日原地域）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎すずめの会※2
(池河コミセン/10:00~11:30）
◎水彩画教室
( まちせ/13:30~,19:00~）
◎断酒会
( 中央公/19:00-21:00）

◎パソコン教室
( 日原公/10:00~12:00）
◎育児・栄養相談
( 直地集会所/10:30-11:30）
◎キラキラ体操教室
( 中組自治会館/10:30~11:30）
(中座会館/13:30~14:30）
◎ハングル講座
( 日原公/19:30~21:00）

◎畑迫HBC※2
( 畑迫公民館/10:00~11:30）
◎キッズえいかいわB
( やませ/16:15~17:00）

◎輪読鷗外
( 森鷗外記念館/10:00~11:00)
◎津和野町防災訓練
（旧畑迫小学校/8:00~11:30）

◎タブレット講習会
（畑迫公民館/9:30~12:00）
（青原公民館/13:30~16:00）
◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料法律相談《要予約》72-
1494

（やまび/13:00~16:00）
◎ヨガ&マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）

◎写真教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（野地公民館/13:30~14:30）
（プラサ枕瀬/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎かんがるー教室
( 直地集会所/13:30-）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会
（まちせ/19:00-21:00）

◎3B体操
（まちせ/13:30~）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）

◎『森づくり・道づくり』講演
会（講師大橋慶三郎氏 ）

（やませ/14:00~16:00）
◎第2回津和野町駅伝競走大会
( 木部公民館・役場津和野庁舎
出発 ~役場津和野庁舎決勝
/12:30~)

◎タブレット講習会
（畑迫公民館/9:30~12:00）◎水彩画教室

（やませ/9:30~11:30）
◎幼児健診
（まちせ/13:00-）
◎キラキラ体操教室
（須川公民館/13:30~14:30）
（やまび/15:30~16:30）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎水彩画教室
（まちせ/13:30~,19:00~）
◎ケアサロン
( 津和野共存病院/11:00-12:00）
◎にこにこ会※2
（プラサ枕瀬/10:00~11:30）
◎すみれ会※2
（小瀬会館/13:30~15:00）

◎無料人権相談
（まちせ/9:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎なかよし体操中座※2
（中座会館/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（和田自治会館/10:30~11:30）
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/13:30~14:30）
◎ハングル講座
( 日原公/19:30~21:00）

◎津和野地区心配ごと相談
（ふくせ/13:30~15:00）
◎心の相談
（やまび/13:00-15:00）
◎キッズえいかいわA
（やませ/16:15~17:00）
◎タブレット講習会
（まちせ/9:30~12:00）

◎健康まつり・ふれあいまつり
（まちせ/9:30~14:00）

◎月いちボランティア清掃
( キヌヤ駐車場/8:00~9:00)
◎星空コンサート
( 日原天文台/19:00~）

◎タブレット講習会
（畑迫公民館/9:30~12:00）
（青原公民館/13:30~16:00）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎写真教室
（日原公/10:00~12:00）
◎リハビリ体操※2
（木部公民館/10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎キラキラ体操教室
（青原公民館/13:30~14:30）
（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/15:30~16:30）
◎子宮がん検診（津和野地域）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎健康相談
（発熱外来診療所/9:30-11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）

◎ハッスル会※2
( 鹿谷集会所/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
( 野中自治会館/10:30~11:30）
(まちせ/13:30~14:30）
◎三葉会※2
( 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/13:30~15:00）
◎ハングル講座
( 日原公/19:30~21:00）

福祉タクシー利用券の申請受付開始！ 受 付 期 間
H27.10.1~H28.3.31使い方など詳しくは申請時に説明いたします。

町内にお住まいで①~④のいずれかに該当する方が対象となります。印鑑が必要です。
①身体障害者手帳１種１級・２級所持者
②身体障害者手帳２種１級・２級所持者のうち障害部位が下肢、体幹または視覚機
能障害者

③療育手帳Ａの所持者
④介護保険に基づく要介護４・５の認定者
【申請場所】 税務住民課総合窓口（本庁舎）または健康福祉課（津和野庁舎）
【お問合せ先】 健康福祉課☎ 72-0673

※３お申込み・お問合せ
は役場健康福祉課☎
72-0673 へ

（青原公民館/13:30~16:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター/10:00~11:30）
◎手話生活相談
(役場本庁舎/13:30~16:00）
◎史談会（まちせ/13:30~）
◎キャラバンメイト連絡会
（津和野共存病院/14:00~16:00）

◎無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）
◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎元気会※2
（下町コミセン/10:00~11:30）
◎さくら会※2
（須川公民館/13:30~15:00）
◎ヨガ&マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）
◎子宮がん検診（日原地域）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ
町セ

山セ
山セ

山セ

山セ

山セ

山セ 山セ

福セ

福セ
福セ

福セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

風も吹き、綺麗な花火を楽しめました。

帝塚山大学での取組みを発表する中野秀雄教授。

画面をタッチして操作するタブレット。画面も大きく便利です。
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タッチで操作！ タブレット学習
さまざまなアプリを活用することで便利に役立つス

マートフォンやタブレット。
そんな機械の使い方を勉強する講習会が、９月 1日

から日原山村開発センターでスタートしました。
初心者向けのこの講習では、全４回にわたり使い方

や注意すべき点などを基礎的な学習をしていきます。
ご自分のタブレットで参加する方も多く「買ったけ

ど使い方が分らず置いてあった。講習を通じて便利な
使い方を覚えたい」。と話されていました。
講習会は来年２月まで町内各地で開催されていま

す。開催日程等詳しくは役場つわの暮らし推進課（☎
74-0092）へお問合せください。

将来の技術者をどう育てるか
自動車のカーナビやパソコンなど、私たちの生活の下

支えとなる様々なソフトウェア技術。この分野で働く技
術者の教育フォーラムが８月 21・22 日の２日間、森鷗
外記念館で行われました。
ソフトウェアの分野で活躍する大学教授や会社役員、

地元の商業高校で生徒の指導をしている教諭らおよそ
30 名が参加し、「将来のエンジニアをどう育成するか」
というテーマについて事例発表や情報交換を行いまし
た。参加者からは「今回参加して大変参考になった。後
輩の今後の指導方法にも取り入れていきたい要素もあっ
た。」と話していました。このフォーラムは、ソフトウェ
ア技術者協会により開催されています。

夜空に開く 満開の華
８月 15日、毎年恒例のにちはら鮎まつり花火大会が開催され、

会場となった旭橋周辺は多くの来場者で賑わいました。
この日は、天候にも恵まれ、河川敷から打ち上げられる大きな

花火に来場者から大きな拍手が贈られました。
毎年、故郷に帰省してくる方たちも楽しみにしているこの花火

大会。露店で売られてれいるおもちゃやお菓子をねだる小さいお
子さんの元気な姿もお馴染みとなっています。左の写真は、日原
天文台から花火を撮影したもの。花火と堤防を照らすライト、左
側の国道を走る自動車のライトが光跡となり、光の回廊の中で花
火が打ち上がる情景となっていました。来年は、少し視点を変えて、
いつも見慣れた花火を楽しんでみてはいかがでしょうか。



けいじばん
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■ 10月 18日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

■ 10月 12日（月）
増野医院

☎ 74-0053

在
宅
当
番
医
 
…H

ospital

■ 10 月 4日（日）
小笠原医院

☎ 79―2012

■ 10月 25日（日）
小笠原医院

☎ 79―2012

ご
案
内
 
…
…
…
…Guide

学
校
見
学
説
明
会
を
実
施
中

島
根
県
西
部
高
等
技
術
校
で
は
、
来
春

学
校
等
を
卒
業
の
方
を
対
象
に
、
各
訓
練

科
の
案
内
や
、
就
職
実
績
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

10
月
１
〜
７
日
は
公
証
週
間

あ
な
た
の
暮
ら
し
を
守
る
公
証
役
場
で

は
、
公
正
証
書
等
の
作
成
な
ど
法
的
安

心
・
安
全
の
仕
組
み
作
り
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。浜

田
公
証
役
場

☎
０
８
５
５
・
22
・
７
２
８
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
相
談
実
施
中

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

次
の
日
時
で
ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
込
・
お

問
合
せ
な
ど
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
就
業
相
談
（
要
予
約
）
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

９
月
30
日

（水） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
８
５
２
・
32
・
５
９
２
０

　
　
　

整
形
外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）
消
化
器
内

科
（
第
２
・
４
周
の
午
前
の
み
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
平
成
27
年
10
月
1
日
よ
り
土
曜
日
は
休

診
と
な
り
ま
す
。

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
10
月
5
・

26
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
10
月
28
日
）

相
続
税
・
贈
与
税
の
相
談
を
実
施

益
田
税
務
署
で
は
、
次
の
日
時
で
相
相

続
制
・
贈
与
税
の
個
別
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
益
田
税
務
署
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

10
月
22
日

（木）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

益
田
税
務
署

☎
０
８
５
６
・
22
・
０
６
１
４

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
・

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
さ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
者
の
方
か

ら
の
善
意
に
よ
る
ご
提
供
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。『
提
供
し
た
い
』　

『
提
供
し
た
く
な
い
』　

ど
ち
ら
も
一
人

ひ
と
り
の
平
等
で
大
切
な
意
思
で
す
。                                                    

大
切
な
意
思
を
表
示
さ
れ
、
ご
家
族
皆
さ

ん
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

☎
０
８
５
３
・
22
・
２
５
５
６

お
酒
の
困
り
ご
と
相
談
実
施
中

次
の
日
時
で
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
、
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

10
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
正
午

　

 

益
田
保
健
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
９
５
４
５

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
〜
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
〜
18
時
ま
で
、
日
曜
・
祭

日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。
但

し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分
と
午
後

２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

　

毎
週
火
曜
15
時
〜
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
〜
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
副
反
応
と

闘
う
少
女
と
そ
の
母
た
ち
』

黒
川
祥
子
 …
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
『
劉
邦
』

平
岩
弓
枝
 …
…
…

毎
日
新
聞
出
版 

▽
『
こ
ぎ
ん
刺
し
の
か
わ
い
い
こ
も
の
』

…
…
…
…
…
…
…

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
刊 

▽
『
教
団
Ｘ
』

中
村
文
則
 …
…
…
…
…
…

集
英
社 

■ 10月 11日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

難
病
専
門
相
談（
眼
科
）実
施
中

眼
の
不
調
が
続
い
て
い
る
が
療
養
生
活

や
介
護
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で
い

る
等
、
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
を
対
象
に

専
門
医
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

10
月
10
日
（
土
）
13
時
〜
15
時

　

 

益
田
保
健
所　
　

10
月
５
日

（月）

☎
０
８
５
６
・
31
・
９
５
４
９

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

難
病
患
者
さ
ん
が
在
宅
生
活
を
送
る
上

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
や
支
え
合

い
が
大
切
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

10
月
27
・
28
日　

13
時
30
分
〜
16
時

益
田
合
同
庁
舎　
　

10
月
15
日

（木）

益
田
保
健
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
９
５
４
９

通
貨
・
証
券
等
の
返
還
に
つ
い
て

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
預
か
っ
た
通
貨

や
証
券
な
ど
の
返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
引
き
取
り
手
が
い
な
い
も
の
あ

り
、
本
人
や
家
族
で
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

浜
田
税
関
支
署

☎
０
８
５
５
・
27
・
０
３
６
６

▽
『
き
み
ま
ろ
夫
婦
川
柳
』

綾
小
路
き
み
ま
ろ
 …
…
…

小
学
館

▼
津
和
野
図
書
館 

10
月
30
日 （
金
） 

は
休
館
で
す
。

▽
『
日
本
の
運
命
に
つ
い
て
語
ろ
う
』

浅
田
次
郎
 …
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
『
ベ
ト
ナ
ム
の
桜
』

平
岩
弓
枝
 …
…
…

毎
日
新
聞
出
版 

▽
『
る
る
ぶ　

こ
ど
も
と
あ
そ
ぼ
！
中

国
四
国
』

…
…
…
…
…

JTB

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

▽
『
あ
ん
ず
の
木
の
下
で
』

小
手
毬
る
い
 …
…
…
…
…

原
書
房

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
内
容
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
な

い
か
ご
心
配
な
方
や
、一
般
的
な
年
金（
老

齢
年
金
の
ご
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
さ
れ
る
方

は
、
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
書
類
ま
た
は「
ね
ん
き
ん
定
期
便（
特

別
便
）」、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日
（
金
）
10
時
〜
15
時
30
分

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

役
場
健
康
福
祉
課

☎
72
・
０
６
５
１
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8
月
届
出
分

廣ひ
ろ
い
し石 

慶け
い
じ次 

8
・
3 

（
中
座
二
）

川か
わ
だ田 

彩あ
や
の乃 

8
・
28 

（
木
ノ
口
上
）

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの2015年9月11日発行

8
月
届
出
分

領
家 

武
雄 

8
・
3 

（
北
二
） 

94
歳

森
元 

久
子 

８
・
５ 

（
木
の
口
下
） 

88
歳

德
政 

雄
一 

8
・
6 

（
西
三
） 

19
歳

赤
松 

聖
那 

8
・
6 

（
北
一
） 

18
歳

長
嶺 

阿
屋
子 

８
・
13 

（
添
谷
） 

94
歳

永
田 

尋 

8
・
14 

（
笹
山
） 

88
歳

平
野 

國
臣 

８
・
16 

（
青
原
） 

67
歳

川
畠 

貞
子 

８
・
18 

（
枕
瀬
東
） 

101
歳

岸
田 

秀
子 

８
・
18 

（
左
鐙
西
） 

95
歳

竹
内 

伸 

８
・
25 

（
柳
） 

63
歳

青
木 

キ
ク
ヱ 

８
・
31 

（
添
谷
） 

97
歳

発売期間
9月28日（月）~10月16日（金）

この宝くじの収益金は市町村の明るく

住みよいまちづくりに使われます。お

買い求めはお近くの販売所で

（公財）島根県市町村振興協会

動画づくりのワークショップ開催（定員15名）
スマホで簡単に撮影・編集する方法を楽しく学ぼう !v
　　平成 27年 10月 24 日 ( 土）13:30~15:00
　 　津和野高等学校　　10月 23（金）
　 　石見観光振興協議会☎ 0855-29-5647


